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秋
深
ま
る
（
戦
場
ケ
原
）

「

ゆ

と

り

」

閑話休題

（昭和２９年１月３０日
第三種郵便物認可）

十
月
に
は
早
く
も
新
年
の
手

帖
や
暦
が
店
頭
に
並
び
、
十
一

月
に
な
る
と
も
う
「
年
賀
は
が

き
」
の
売
出
し
で
あ
る
。
ゆ
っ

く
り
と
秋
の
風
情
を
楽
し
む
ど
こ
ろ
か
、

気
忙
し
さ
だ
け
が
駆
け
抜
け
て
い
く
。

携
帯
電
話
は
便
利
な
も
の
で
、
当
然
の

こ
と
だ
が
、
歩
き
な
が
ら
で
も
遠
く
に
意

を
通
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
家

に
帰
る
と
フ
ァ
ッ
ク
ス
が
入
っ
て
い
る

し
、留
守
番
電
話
も
待
ち
か
ま
え
て
い
る
。

そ
の
う
え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ
る
。

考
え
て
み
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
通
信
連
絡

の
時
間
の
ロ

ス
を
で
き
る

だ
け
短
く
し
て
、
便
利
に
し
よ
う
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
さ
ぞ
か
し
時

間
の「
ゆ
と
り
」が
で
き
た
か
と
思
う
と
、

さ
に
あ
ら
ず
。
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
れ
た

分
だ
け
、
い
や
そ
れ
以
上
に
生
活
の
テ
ン

ポ
が
早
く
な
っ
て
、
便
利
さ
に
振
り
回
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

若
い
う
ち
は
、
そ
う
し
た
テ
ン
ポ
の
早

さ
も
、
快
い
緊
張
感
と
な
っ
て
、
面
白
い

よ
う
に
仕
事
が
進
み
、
生
活
も
楽
し
い
。

と
こ
ろ
が
、
そ
ろ
そ
ろ
身
体
に
陰
り
が
み

え
は
じ
め
る
と
、
生
理
的
に
も
つ
い
て
い

け
な
く
な
る
。二
泊
三
日
の
出
張
旅
行
が
、

航
空
機
の
発
達
で
、
い
き
な
り
日
帰
り
に

な
っ
た
よ
う
な
も
の
で
、疲
れ
果
て
て「
ゆ

と
り
」
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。

ど
こ
の
国
も
同
じ
と
み
え
て
、
フ
ラ
ン

ス
で
は
「
人
材
養
成
セ
ミ
ナ
ー
」
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
、「
ゆ
と
り
の
講
座
」
を
取
り

入
れ
た
と
こ
ろ
、
申
込
み
が
二
〇
％
も
ふ

え
た
と
い
う
。「
も
の
ご
と
の
優
劣
の
順

位
が
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い

う
受
講
者
が
、
も
っ
と
も
多
か
っ
た
そ
う

だ
。
平
た
く
い
え
ば
、
仕
事
の
段
取
り
が

上
手
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
プ
ロ
野
球
阪
神
の
野
村
監
督

が
、
か
つ
て

財
界
人
の
集

ま
り
で
の
講
演
で
、「
で
き
る
男
と
は
い

か
な
る
男
の
こ
と
か
」
と
質
問
さ
れ
て
、

「
段
取
り
の
つ
け
ら
れ
る
男
だ
」
と
答
え

て
い
た
。「
ゆ
と
り
」
は
段
取
り
の
よ
さ

か
ら
生
ま
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

一
年
も
終
り
に
近
づ
い
た
。
便
利
な
機

器
に
追
い
ま
く
ら
れ
て
、
人
間
同
士
の
素

朴
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
年
賀

状
を
書
く
暇
も
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ら

ぬ
よ
う
、
ま
ず
は
も
の
ご
と
の
優
劣
の
順

位
│
│
段
取
り
を
考
え
ね
ば
、
と
思
っ
て

み
た
り
す
る
の
だ
が
…
…
。

（
エ
ッ
セ
イ
ス
ト

山
本
兼
太
郎
）

（町村の購読料は会費
の中に含まれております）
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林
政
審
議
会
報
告
（
の
概
要
新
た
な

林
政
の
展
開
方
向
）
の
概
要

一

は
じ
め
に

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
に
関
す
る
新
た

な
基
本
政
策
の
構
築
に
資
す
る
よ
う
、
林

政
の
具
体
的
な
展
開
方
向
に
つ
い
て
検
討

し
、
と
り
ま
と
め
。
今
後
、
早
急
に
施
策

を
具
体
化
す
る
こ
と
を
要
望
。
特
に
、
林

業
基
本
法
に
つ
い
て
は
速
や
か
に
こ
れ
を

見
直
す
と
と
も
に
、
関
係
す
る
政
策
全
般

を
国
民
の
視
点
に
立
っ
て
再
構
築
す
べ

き
。

二

情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
た
新
た

な
林
政
の
確
立

（
一
）
こ
れ
ま
で
の
林
政
の
考
え
方

こ
れ
ま
で
の
林
政
は
、
旺
盛
な
木
材

需
要
を
背
景
に
、
林
業
総
生
産
を
増
大

さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
多
岐
に
わ

た
る
施
策
を
実
施
。
森
林
の
公
益
的
機

能
は
副
次
的
に
発
揮
さ
れ
る
と
い
う
認

識
。

（
二
）
森
林
・
林
業
・
木
材
を
め
ぐ
る
情
勢

の
変
化

・

森
林
に
対
す
る
国
民
の
要
請
は
、
国

土
の
保
全
、
水
資
源
の
か
ん
養
等
は
も

と
よ
り
、
保
健
・
文
化
・
教
育
的
利
用
、

地
球
温
暖
化
の
防
止
等
に
ま
で
多
様

化
・
高
度
化
。

・

木
材
価
格
の
低
迷
、
林
業
生
産
コ
ス

ト
の
増
大
等
に
よ
り
林
業
の
採
算
性
が

悪
化
し
、
人
工
林
を
中
心
に
管
理
が
適

正
に
行
わ
れ
な
い
森
林
が
増
加
す
る
お

そ
れ
。

・

建
築
物
で
の
製
材
品
に
対
す
る
要
求

は
、
品
質
・
性
能
が
明
確
な
資
材
に
大

き
く
変
化
。
こ
の
よ
う
な
中
で
国
産
材

の
シ
ェ
ア
ー
は
低
下
の
一
途
。

・

林
業
就
業
者
の
約
八
割
が
居
住
す
る

山
村
地
域
は
、
人
口
の
減
少
、
高
齢
化

の
進
行
等
に
よ
り
、
地
域
の
活
力
が
低

下
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
林
業
生
産
活
動

の
継
続
が
困
難
に
な
る
ば
か
り
で
な

く
、
森
林
の
管
理
も
十
分
に
行
わ
れ
な

く
な
る
お
そ
れ
。

（
三
）
新
た
な
林
政
へ
の
転
換
の
必
要
性

・

政
策
の
主
た
る
目
的
を
木
材
生
産
を

主
体
と
し
た
も
の
か
ら
、
将
来
に
わ
た

り
森
林
の
多
様
な
機
能
を
持
続
的
に
発

揮
で
き
る
森
林
整
備
を
目
指
す
も
の
に

転
換
。

・

森
林
所
有
者
を
中
心
と
し
た
従
来
の

林
業
経
営
の
考
え
方
を
改
め
、
森
林
所

有
者
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
林
業
経

営
意
欲
を
有
す
る
者
が
森
林
所
有
者
か

ら
の
受
託
等
に
よ
り
森
林
の
管
理
や
経

営
を
担
当
。

・

木
材
産
業
を
林
業
と
一
体
と
な
っ
て

国
産
材
の
利
用
推
進
に
重
要
な
役
割
を

果
た
す
産
業
で
あ
る
と
位
置
付
け
、
売

れ
る
国
産
材
づ
く
り
に
向
け
た
取
組
を

促
進
。

・

森
林
の
管
理
や
林
業
の
振
興
に
は
山

村
の
活
性
化
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う

考
え
方
に
立
っ
て
、
農
業
政
策
や
関
係

省
庁
の
政
策
と
連
携
し
な
が
ら
山
村
の

振
興
を
推
進
。

（
四
）
数
値
目
標
の
設
定

木
材
自
給
率
の
設
定
に
つ
い
て
は
、

新
た
な
林
政
の
指
針
と
し
て
は
必
ず
し

も
適
当
と
は
言
え
な
い
が
、
数
値
目
標

を
設
定
す
る
こ
と
は
重
要
。こ
の
た
め
、

森
林
の
適
正
な
管
理
の
観
点
か
ら
、
森

林
・
林
業
の
実
態
も
踏
ま
え
つ
つ
、「
森

林
の
多
様
な
機
能
の
持
続
的
な
発
揮
を

図
る
」
と
い
う
新
た
な
林
政
の
考
え
方

を
表
象
す
る
目
標
の
設
定
を
検
討
。

三

新
た
な
林
政
の
具
体
的
方
向

（
一
）
多
様
な
機
能
の
発
揮
の
た
め
の
森

林
の
適
切
な
管
理
の
推
進

・

多
様
な
機
能
の
持
続
的
発
揮
を
図
る

と
と
も
に
、
森
林
資
源
の
持
続
的
利
用

を
推
進
す
る
観
点
か
ら
森
林
計
画
制
度

を
見
直
し
。
最
も
重
視
す
べ
き
機
能
に

応
じ
て
森
林
を
ゾ
ー
ニ
ン
グ
し
、
ゾ
ー

林
政
審
議
会
（
会
長
・
佐
々
木
恵
彦
日
本
大
学
教
授
）
は
、
林
野
庁
が

検
討
し
て
い
る
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
に
関
す
る
基
本
政
策
の
基
本
的

な
考
え
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
十
月
十
一
日
に
新
た
な
林
政
の
展
開

方
向
に
関
す
る
報
告
書
を
ま
と
め
、谷
洋
一
農
林
水
産
大
臣
に
提
出
し
た
。

こ
れ
を
受
け
林
野
庁
は
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
基
本
政
策
大
綱
と

今
後
の
施
策
展
開
の
在
り
方
を
示
す
政
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
年
内
に
策
定

し
、
次
期
通
常
国
会
で
森
林
・
林
業
基
本
法
（
仮
称
）
の
制
定
や
、
森
林

法
な
ど
関
係
法
の
改
正
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

同
審
議
会
に
は
全
国
町
村
会
か
ら
菊
池
繁
安
常
任
理
事
（
青
森
県
町
村

会
長
・
川
内
町
長
）
が
委
員
と
し
て
参
画
し
、
町
村
長
の
立
場
か
ら
意
見

を
述
べ
て
き
た
。

同
報
告
書
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

多多
様様
なな
機機
能能
をを
持持
続続
的的
にに
発発
揮揮
でで
きき
るる
森森
林林
整整
備備
をを
林林
政政
審審
議議
会会
報報
告告
書書

政 策
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ン
毎
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
森
林
の
整
備

を
推
進
。

・

健
全
な
森
林
の
育
成
に
不
可
欠
な
間

伐
等
の
施
業
を
確
実
に
実
施
す
る
と
と

も
に
、
従
来
の
皆
伐
ー
新
植
を
主
体
と

す
る
画
一
的
な
施
業
を
見
直
し
多
様
な

施
業
を
導
入

・

経
営
意
欲
を
失
っ
た
森
林
所
有
者
の

施
業
・
経
営
を
安
定
的
・
効
率
的
に
施

業
・
経
営
を
行
え
る
者
に
集
約
化
。
こ

の
場
合
、
市
町
村
長
に
よ
る
あ
っ
せ
ん

等
地
方
公
共
団
体
が
関
与
す
る
仕
組
み

を
設
け
る
必
要
。

・

身
近
な
自
然
と
し
て
生
活
環
境
の
保

全
、
森
林
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
提
供

す
る
里
山
林
等
の
保
全
・
整
備
・
利
用

を
推
進
。

（
二
）
森
林
を
適
正
に
管
理
す
る
た
め
の

シ
ス
テ
ム
の
整
備

・

森
林
所
有
者
に
は
森
林
を
適
切
に
管

理
す
る
責
務
が
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す

る
と
と
も
に
、
保
育
・
間
伐
等
が
必
要

な
森
林
や
伐
採
跡
地
の
放
置
等
に
よ
り

公
益
上
の
支
障
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
勧
告
、

是
正
措
置
等
を
充
実
強
化
。

・

国
民
的
な
理
解
と
支
援
に
よ
る
森
林

整
備
を
推
進
す
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
等
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
環

境
税
や
地
方
自
治
体
に
お
け
る
法
定
外

目
的
税
に
関
す
る
検
討
状
況
等
も
踏
ま

え
つ
つ
、
社
会
的
コ
ス
ト
負
担
の
あ
り

方
を
検
討
。

（
三
）
森
林
の
管
理
と
森
林
資
源
の
持
続

的
利
用
を
担
う
林
業
・
木
材
産
業
の
振
興

・

継
続
的
な
林
業
生
産
活
動
を
通
じ
て

地
域
全
体
で
の
森
林
の
適
切
な
管
理
と

森
林
資
源
の
持
続
的
利
用
の
推
進
を
図

る
た
め
、
林
家
、
森
林
組
合
、
素
材
生

産
業
者
等
の
中
か
ら
、
安
定
的
・
効
率

的
に
施
業
・
経
営
を
実
施
で
き
る
者
を

育
成
。
ま
た
、
林
業
税
制
の
改
善
に
つ

い
て
も
検
討
。

森
林
組
合
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
よ

る
森
林
管
理
を
責
任
を
も
っ
て
行
う
主

体
と
し
て
位
置
づ
け
る
な
ど
、
森
林
組

合
の
あ
り
方
を
検
討
。

・

多
様
な
就
業
ル
ー
ト
を
通
じ
た
幅
広

い
人
材
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
今

後
の
森
林
整
備
に
必
要
な
知
識
・
技
術

を
備
え
た
人
材
を
育
成
し
定
着
さ
せ
る

こ
と
が
重
要
。

・

育
林
、
素
材
生
産
段
階
に
お
け
る
コ

ス
ト
を
削
減
し
、
地
域
の
森
林
の
整
備

を
効
率
的
に
行
う
た
め
、
林
道
、
作
業

道
等
の
整
備
、
機
械
化
を
推
進
。

・

特
用
林
産
物
に
つ
い
て
は
、
良
質
で

安
全
な
商
品
の
供
給
、
需
要
の
拡
大
、

低
コ
ス
ト
安
定
供
給
体
制
の
整
備
及
び

新
商
品
・
新
技
術
の
開
発
を
推
進
。

・

木
材
産
業
に
つ
い
て
は
、
乾
燥
材
供

給
体
制
の
早
期
整
備
、
高
次
加
工
化
等

を
推
進
。
ま
た
、
加
工
コ
ス
ト
の
低
減
、

新
製
品
の
開
発
・
生
産
等
に
向
け
て
経

営
革
新
を
進
め
る
と
と
も
に
設
備
廃
棄

等
を
促
進
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
木
材

産
業
の
再
編
整
備
を
推
進
。

・

住
宅
分
野
や
公
共
部
門
等
に
お
け
る

地
域
材
利
用
を
強
力
に
推
進
。
ま
た
、

木
材
の
ガ
ス
化
、
液
化
等
に
よ
る
バ
イ

オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
利
用
等

木
質
資
源
の
多
角
的
利
用
の
た
め
の
技

術
開
発
と
普
及
を
推
進
。

・

外
材
と
対
抗
し
う
る
国
産
材
生
産
地

域
を
育
成
す
る
た
め
、
林
道
等
の
整
備

の
重
点
化
と
木
材
の
加
工
・
流
通
施
設

の
整
備
・
合
理
化
を
よ
り
一
層
一
体
的
・

重
点
的
に
行
う
仕
組
み
を
検
討
。

（
四
）
公
的
関
与
に
よ
る
森
林
の
適
正
な

管
理

・

公
益
的
機
能
の
確
保
の
観
点
か
ら
森

林
の
適
正
な
管
理
が
必
要
な
場
合
に
、

保
安
林
の
機
能
確
保
の
た
め
の
治
山
事

業
に
よ
る
森
林
整
備
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
立
地
条
件
に
応
じ
た
緑
資
源
公

団
、
林
業
公
社
に
よ
る
森
林
整
備
を
実

施
。

（
五
）
国
有
林
野
事
業
の
抜
本
的
改
革
の

推
進

・

国
有
林
野
を
名
実
と
も
に
「
国
民
の

森
林
」
と
す
る
、
と
い
う
基
本
的
な
考

え
方
に
即
し
て
、
引
き
続
き
抜
本
的
改

革
を
積
極
的
に
推
進
。

（
六
）
山
村
地
域
の
活
性
化

・

山
村
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

就
業
機
会
の
創
設
・
確
保
、
定
住
条
件

の
整
備
、都
市
と
山
村
の
交
流
を
促
進
。

・

森
林
の
適
切
な
管
理
を
通
じ
森
林
の

多
様
な
機
能
の
発
揮
を
図
る
観
点
か

ら
、
地
域
が
行
う
森
林
の
管
理
行
為
に

対
す
る
施
策
な
ど
、
森
林
管
理
の
た
め

の
地
域
に
よ
る
取
組
を
推
進
す
る
た
め

の
措
置
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
。

四

新
た
な
林
政
の
効
果
的
な
実
施

の
た
め
の
行
政
手
法

（
一
）
政
策
の
視
点

・

政
策
の
主
た
る
目
的
が
木
材
生
産
か

ら
森
林
の
多
様
な
機
能
の
発
揮
へ
と
転

換
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
政
策
手
法
も

見
直
す
必
要
。

・

財
政
措
置
に
つ
い
て
、
効
率
的
・
重

点
的
に
運
用
。

・

国
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
施
策
の
目

的
を
達
成
す
る
た
め
、国
民
へ
の
広
報
、

政
策
の
透
明
性
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
施
策
に
国
民
の
声
を
反
映
さ
せ
る

手
続
を
組
み
込
む
べ
き
。

・

国
と
地
方
の
役
割
分
担
を
明
確
に
す

る
必
要
。

・

国
際
規
律
又
は
国
際
的
な
ル
ー
ル
の

形
成
に
当
た
っ
て
は
、
国
際
規
律
等
の

動
向
を
踏
ま
え
、
そ
の
整
合
性
に
留
意

し
つ
つ
、
国
内
政
策
を
立
案
。

（
二
）
関
係
者
の
取
組

・

全
体
的
な
政
策
の
基
本
方
向
及
び
関

係
者
が
取
り
組
む
べ
き
具
体
的
課
題
を

明
ら
か
に
す
る
ほ
か
、
一
定
期
間
ご
と

に
取
組
の
進
捗
状
況
を
検
証
。

（
三
）
政
策
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
と
定
期
的

な
見
直
し

・

政
策
課
題
に
つ
い
て
、
今
後
概
ね
三

〜
五
年
間
の
政
策
を
具
体
化
す
る
た
め

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
・
公
表
。
ま
た
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
個
別
の
政
策

に
つ
い
て
、
費
用
対
効
果
等
の
評
価
を

行
い
つ
つ
着
実
に
実
施
。

・

五
年
程
度
ご
と
に
総
点
検
と
評
価
を

行
い
、
不
断
に
検
証
評
価
。
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市市
町町
村村
合合
併併
問問
題題
でで
実実
行行
運運
動動

都都
道道
府府
県県
町町
村村
会会
もも
電電
報報
陳陳
情情

全
国
町
村
会
は
、
自
民
党
が
市
町
村
合

併
を
推
進
す
る
た
め
、
自
民
党
地
方
行
政

部
会
・
市
町
村
合
併
推
進
小
委
員
会
（
大

野
松
茂
委
員
長
）
に
お
い
て
、
市
制
施
行

の
適
用
条
件
緩
和
（
人
口
要
件
三
万
人
、

連
た
ん
戸
数
の
不
適
用
）
を
検
討
し
て
お

り
、
近
々
に
正
式
決
定
が
行
わ
れ
る
情
勢

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
十
月
二

十
日
に
山
本
会
長
は
じ
め
正
副
会
長
が
自

民
党
の
溝
手
顕
正
地
方
行
政
部
会
長
及
び

大
野
松
茂
市
町
村
合
併
推
進
小
委
員
長
に

面
会
し
、「
市
制
施
行
要
件
の
見
直
し
は
、

地
域
の
実
情
を
無
視
し
た
性
急
な
合
併
、

地
域
格
差
の
拡
大
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ

る
の
で
絶
対
に
行
う
べ
き
で
は
な
い
」
旨

の
申
し
入
れ
を
行
っ
た
ほ
か
自
民
党
役
員

に
市
町
村
合
併
に
関
す
る
要
望
書
を
提
出

し
た
。

ま
た
、
同
日
開
催
の
全
国
町
村
会
常
任

理
事
会
に
お
い
て
、
各
都
道
府
県
町
村
会

長
名
に
よ
り
電
報
陳
情
を
行
う
こ
と
を
決

定
し
、
こ
れ
を
受
け
て
各
都
道
府
県
町
村

会
は
自
民
党
役
員
及
び
地
元
選
出
国
会
議

員
に
対
し
て
電
報
陳
情
を
実
施
し
た
。

「
市
町
村
合
併
に
関
す
る
緊
急
要
望
」

全
国
町
村
会
は
か
ね
て
か
ら
、
市
町
村

合
併
は
強
制
で
は
な
く
、
自
主
的
合
併
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
て
き
た
。

仄
聞
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
与
党
に

お
い
て
は
町
村
合
併
を
行
う
場
合
の
市
と

な
る
人
口
要
件
を
「
三
万
人
以
上
」
に
緩

和
す
る
と
と
も
に
、
連
た
ん
戸
数
の
要
件

を
適
用
し
な
い
と
す
る
合
併
特
例
法
の
改

正
を
検
討
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

地
方
自
治
法
は
市
と
な
る
べ
き
人
口
要

件
等
を
規
定
し
て
い
る
が
、
既
に
平
成
十

年
十
二
月
の
合
併
特
例
法
の
改
正
に
よ
り

「
五
万
人
以
上
」
が
「
四
万
人
以
上
」
と

さ
れ
て
お
り
、
更
に
要
件
を
緩
和
す
る
と

す
れ
ば
、
市
と
町
村
を
区
分
け
す
る
法
の

趣
旨
が
極
め
て
曖
昧
と
な
る
。

市
町
村
合
併
は
、
条
件
が
整
っ
た
地
域

か
ら
住
民
合
意
の
下
、
自
主
的
に
行
わ
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
地
域
の
実
情
を
無

視
し
た
性
急
な
合
併
は
、
か
つ
て
の
経
験

に
鑑
み
て
も
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
や

地
域
格
差
の
拡
大
に
つ
な
が
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
、
絶
対
に
行
う
べ
き
で
は
な
い
。

国
に
お
い
て
は
、
市
町
村
合
併
を
進
め

る
に
あ
た
っ
て
地
域
住
民
の
意
思
を
十
分

尊
重
し
、
真
に
自
主
的
な
も
の
と
な
る
よ

う
強
く
要
望
す
る
。

平
成
十
二
年
十
月

全
国
町
村
会
長山

本
文
男

活 動
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町
の
状
況

信
州
新
町
は
、
県
庁
所
在
地
の
長
野

市
の
西
側
に
接
し
、
面
積
約
七
〇
�
の

起
伏
の
多
い
中
山
間
地
域
で
、
所
謂
田

舎
の
匂
い
が
残
っ
て
い
る
町
で
あ
る
。

町
の
中
央
を
北
ア
ル
プ
ス
に
源
を
発

す
る
犀
川
が
流
れ
、
そ
の
流
域
の
わ
ず

か
な
平
坦
地
に
町
の
中
心
地
が
形
成
さ

れ
て
、
こ
こ
を
囲
む
山
間
部
に
大
小
一

二
〇
に
お
よ
ぶ
集
落
が
点
在
し
て
い

る
。昭

和
二
十
二
年
に
は
人
口
一
四
、
二

四
〇
人（
合
併
前
の
各
村
の
人
口
合
計
）

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
高
度
経
済
成

長
や
産
業
構
造
の
変
化
と
共
に
都
市
部

へ
の
人
口
流
出
が
続
き
、
更
に
は
少
子

化
現
象
も
手
伝
っ
て
、
平
成
七
年
に
は

六
、
五
九
六
人
と
な
り
四
十
八
年
間
で

七
、
六
四
四
人
（
五
三
・
七
％
）
減
少

し
、
過
疎
化
が
進
行
し
て
い
る
。

高
齢
者
の
人
口
比
率
は
平
成
十
一
年

に
は
三
六
％
に
な
り
、
高
齢
化
も
著
し

く
進
行
し
て
い
る
。

農
業
は
、
か
つ
て
は
養
蚕
が
主
要
産

業
で
あ
っ
た
が
、
養
蚕
の
衰
退
と
共
に

果
樹
、
陸
わ
さ
び
、
花
の
カ
ラ
ー
、
梅

の
栽
培
な
ど
に
転
換
を
図
っ
て
い
る
。

企
業
も
、
電
気
精
密
機
器
、
食
品
、

土
木
建
築
、
木
工
な
ど
の
中
小
企
業
が

中
心
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
就
労
者
の

平
均
年
齢
が
高
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

ア
ー
ト
＆
グ
ル
メ
と
カ
ヌ
ー

の
町

町
は
、「
ア
ー
ト
＆
グ
ル
メ
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
ま
た
最
近
は

「
カ
ヌ
ー
の
町
」
も
標
榜
し
な
が
ら
町

づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

「
ア
ー
ト
の
町
づ
く
り
」
は
、
町
立

の
美
術
館
を
中
心
と
し
た
文
化
の
町
づ

く
り
で
あ
る
。

町
に
は
、
美
術
館
、
化
石
博
物
館
、

有
島
生
馬
記
念
館
、
ミ
ュ
ゼ
蔵
な
ど
の

文
化
施
設
が
あ
り
、
町
民
の
様
々
な
活

動
が
展
開
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
毎
年
一

万
三
千
人
あ
ま
り
が
訪
れ
て
い
る
。
有

島
生
馬
記
念
館
が
取
り
持
つ
縁
で
、
北

海
道
ニ
セ
コ
町
と
の
姉
妹
提
携
を
結

び
、広
く
交
流
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

「
グ
ル
メ
の
町
づ
く
り
」
は
、
町
の

特
産
品
で
あ
る
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
料
理
を

守
り
育
て
、
め
ん
羊
の
振
興
に
力
を
注

い
で
い
る
。
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
料
理
が
も

と
で
モ
ン
ゴ
ル
国
と
の
交
流
が
盛
ん
に

な
り
、
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
研
修
生
を
毎
年

受
け
入
れ
、
姉
妹
校
提
携
を
結
び
、
小

学
生
の
訪
問
交
流
も
始
ま
っ
て
い
る
。

平成11年度 地域づくり自治大臣表彰

新
町
散
歩
ツ
ア
ー

お
や
き
づ
く
り
体
験

活力のあるまちづくり・人づくり部門

I・Uターン事業と定住対策

長長野野県県
しん しゅう しん まち

信信州州新新町町

現現地地レレポポーートト

長野市�
信州新町

�

長野県
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「
カ
ヌ
ー
の
町
づ
く
り
」
は
、
犀
川

の
ダ
ム
湖
「
琅
鶴
湖
」
の
活
用
で
、
美

し
い
自
然
の
中
で
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る
と
い
う
願
い
が

あ
る
。
当
町
に
あ
る
県
立
犀
峡
高
等
学

校
の
カ
ヌ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
毎
年
国
体
に

選
手
を
送
り
出
し
て
い
る
。
町
内
に
は

同
好
者
も
増
え
、
緩
や
か
な
犀
川
の
流

れ
に
カ
ラ
フ
ル
な
ス
ー
ツ
の
カ
ヌ
ー
が

浮
か
び
、町
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
り
つ
つ

あ
る
。今
年
も
、当
町
で
第
二
回
目
の
全

国
カ
ヌ
ー
大
会
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

就
労
者
確
保
支
援
事
業

過
疎
化
、
少
子
・
高
齢
化
の
進
行
も

あ
り
、
新
規
の
町
内
企
業
へ
の
就
労
者

は
減
少
の
一
途
を
た
ど
り
就
労
者
確
保

は
町
の
産
業
振
興
に
と
っ
て
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
た
。企
業
に
と
っ
て
も
、

人
材
確
保
が
困
難
と
い
う
事
由
で
、
事

業
の
拡
大
を
見
合
わ
せ
る
と
い
っ
た
深

刻
な
事
態
が
現
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

一
方
、
首
都
圏
な
ど
都
市
部
に
お
い

て
は
、
田
舎
暮
ら
し
に
憧
れ
る
人
達
が

増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
知
り
、
都
市
部

か
ら
の
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
に
よ
る
人
材
誘

致
に
積
極
的
に
乗
り
出
す
こ
と
に
し
た
。

企
業
誘
致
に
よ
る
町
の
活
性
化
も
欠

か
せ
な
い
施
策
で
あ
る
が
、
地
元
企
業

が
現
に
人
材
難
で
あ
り
、
新
た
な
企
業

誘
致
を
望
ん
で
も
、
最
た
る
条
件
の
就

労
者
の
確
保
が
見
込
め
な
い
状
況
か

ら
、
先
ず
は
地
元
企
業
の
活
性
化
を
優

先
し
て
の
考
え
方
で
あ
る
。

地
元
で
求
人
が
出
来
な
け
れ
ば
都
会

か
ら
の
人
材
確
保
を
図
り
た
い
と
す
る

企
業
も
多
く
、
既
に
首
都
圏
で
の
求
人

活
動
を
自
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
。

そ
こ
で
町
で
は
、
こ
う
し
た
町
内
企

業
の
求
人
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
、

求
人
活
動
に
か
か
る
経
費
や
従
業
員
宿

舎
の
補
助
金
制
度
、
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
奨

励
金
制
度
等
を
盛
り
込
ん
だ
「
就
労
者

確
保
支
援
事
業
」
を
平
成
七
年
度
か
ら

始
め
た
。

東
京
で
開
催
し
た
求
人
募
集
説
明
会

に
は
、
町
と
企
業
が
合
同
で
参
加
し
た

が
、
ふ
る
さ
と
を
感
じ
さ
せ
る
田
舎
の

自
然
の
中
で
生
活
し
た
い
と
い
う
大
勢

の
人
が
町
の
ブ
ー
ス
を
訪
れ
、
町
長
も

率
先
出
席
し
大
き
な
手
応
え
を
感
じ
な

が
ら
説
明
を
し
て
き
た
。

町
の
ブ
ー
ス
を
訪
れ
た
人
の
中
か
ら

希
望
者
を
募
り
、「
し
ん
ま
ち
フ
レ
ン

ド
ク
ラ
ブ
」
に
加
入
し
て
い
た
だ
き
、

町
の
状
況
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
紙

「
フ
レ
ン
ド
通
信
」
の
発
行
や
、
実
際

に
歩
い
て
町
を
確
か
め
て
も
ら
う
「
し

ん
ま
ち
散
策
ツ
ア
ー
」
を
企
画
し
、
合

わ
せ
て
企
業
訪
問
の
機
会
を
設
け
た
。

そ
の
結
果
、
五
一
世
帯
一
一
三
人
の

Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
者
を
迎
え
入
れ
る
こ
と

が
で
き
、
町
内
企
業
の
人
材
確
保
と
若

返
り
が
図
ら
れ
て
活
気
が
出
る
な
ど
、

大
き
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き

た
。

若
者
定
住
の
住
宅
対
策

就
労
者
確
保
は
、
当
初
の
予
想
を
は

る
か
に
上
回
る
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が

で
き
た
が
、
反
面
、
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
者

の
住
宅
確
保
が
問
題
に
な
っ
て
き
た
。

当
町
に
一
二
〇
戸
ほ
ど
あ
っ
た
町
営

住
宅
も
、
ほ
と
ん
ど
が
入
居
済
み
で

あ
っ
た
り
、
所
得
制
限
な
ど
の
入
居
条

件
の
制
約
で
入
れ
な
い
状
況
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
、
国
庫
補
助
の
あ
る
特
定

公
共
賃
貸
住
宅
を
四
年
間
で
二
〇
戸
建

築
。
老
朽
化
し
た
町
営
住
宅
の
改
築
。

二
〇
〇
戸
ほ
ど
あ
る
空
家
の
利
活
用
。

企
業
が
自
社
で
従
業
員
住
宅
を
建
築
す

る
場
合
の
補
助
制
度
な
ど
を
実
施
し
、

住
宅
の
整
備
を
図
っ
て
き
た
。

町
土
地
開
発
公
社
で
も
、
町
の
中
心

部
近
く
に
、
六
〇
区
画
の
今
ま
で
に
な

い
大
規
模
な
宅
地
造
成
を
行
い
、
平
成

八
年
度
か
ら
分
譲
を
開
始
し
、
す
で
に

数
戸
を
残
す
の
み
の
順
調
な
販
売
が
で

き
て
い
る
。
こ
う
し
た
住
宅
対
策
も
、

目
指
す
若
者
定
住
、
延
い
て
は
過
疎
対

企
業
も
従
業
員
住
宅
を
整
備

Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
家
族
に
よ
る
交
流
会

東
京
で
の
求
人
募
集
説
明
会

フォーラム

６平成１２年１０月３０日町 村 週 報第２３３４号 （第三種郵便物認可）



募集中�

�
営業所（全国27か所）�
�
北海道　011（272）8677�
青森　0177（38）2915�
宮城　022（275）0891�

福島　024（558）2980�
千葉　043（227）2328�
神奈川　045（453）7663�
山梨　055（237）7558�
新潟　025（283）5650�
石川　076（229）1335�

長野　026（285）4764�
岐阜　0584（73）2761�
愛知　0566（81）2072�
三重　059（223）2808�
滋賀　077（521）7790�
奈良　0744（29）8281�

島根　0852（37）2163�
岡山　086（245）4833�
広島　082（844）1067�
山口　083（928）7886�
徳島　088（624）1603�
福岡　092（632）9714�

佐賀　0952（29）3145�
長崎　095（823）9583�
熊本　096（359）1766�
宮崎　0985（32）2789�
鹿児島　099（206）1019�
沖縄　098（862）2627

千 里�

全国町村等職員の皆さまのための�

策
に
大
き
な
成
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て

い
る
。Ｉ

・
Ｕ
タ
ー
ン
者
の
定
住
対
策

今
ま
で
の
生
活
地
を
離
れ
、
新
し
い

地
に
移
り
住
む
こ
と
は
、
希
望
も
あ
れ

ば
大
き
な
不
安
も
あ
る
。
新
天
地
で
の

不
安
を
少
し
で
も
減
ら
し
、
一
日
も
早

く
こ
の
地
の
生
活
に
慣
れ
て
も
ら
う
た

め
に
、
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
者
に
集
ま
っ
て

も
ら
い
、
町
へ
の
要
望
や
意
見
を
聞
く

座
談
会
や
、
町
内
の
公
共
施
設
、
観
光

施
設
な
ど
を
見
学
し
な
が
ら
親
睦
を
深

め
る
散
策
ツ
ア
ー
、
り
ん
ご
狩
り
や
焼

肉
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
も
開
い
て
、
Ｉ
・

Ｕ
タ
ー
ン
者
同
士
の
交
流
を
深
め
た
。

Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
者
自
身
も
、
地
域
に

馴
染
み
、
近
所
の
人
達
と
の
意
志
疎
通

を
図
る
た
め
、
積
極
的
に
草
刈
り
、
お

祭
り
な
ど
の
地
域
活
動
に
携
わ
る
努
力

を
し
て
地
域
の
活
性
化
に
大
い
に
貢
献

し
て
い
る
。

こ
の
事
業
は
、
町
と
企
業
が
タ
イ

ア
ッ
プ
し
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
者
の
「
職
」

と
「
住
」
の
確
保
が
で
き
た
こ
と
で
あ

り
、
町
づ
く
り
の
た
め
の
人
材
確
保
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
言
え
る
。

そ
し
て
、
何
よ
り
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
者
の

移
住
に
よ
り
、
一
番
影
響
を
受
け
た
の

は
、
在
住
の
町
民
の
意
識
だ
と
思
う
。

価
値
観
の
違
っ
た
彼
ら
と
の
交
流
の
中

か
ら
、
こ
の
町
の
良
さ
や
改
善
が
必
要

な
と
こ
ろ
を
発
見
し
、
再
認
識
さ
せ
ら

れ
る
な
ど
、
今
ま
で
と
は
異
な
っ
た
視

点
で
、
自
分
た
ち
の
住
む
ふ
る
さ
と
を

見
直
し
、
新
し
い
町
づ
く
り
へ
の
意
識

が
芽
生
え
始
め
て
い
る
。

今
後
の
課
題
と
展
開

一
連
の
就
労
者
確
保
支
援
事
業
で
、

一
つ
の
段
階
を
終
了
し
た
と
考
え
て
お

り
、
今
後
は
、
将
来
に
わ
た
り
、
真
の

「
信
州
新
町
人
」
と
し
て
、
自
分
た
ち

の
田
舎
、
信
州
新
町
の
新
し
い
町
づ
く

り
に
積
極
的
に
参
加
さ
れ
、
町
の
活
性

化
に
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
欲
し
い
。

そ
れ
が
、
信
州
新
町
に
住
む
町
民
と
し

て
、
次
代
を
担
う
子
供
達
が
喜
ん
で
引

き
継
い
で
く
れ
る
「
日
本
一
住
み
や
す

い
町
│
信
州
新
町
」
の
建
設
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
確
信
し
て
い
る
。

（
信
州
新
町
長

中
村

�
）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

（第三種郵便物認可） 第２３３４号町 村 週 報
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町
村
週
報
主
要
索
引

平
成
十
二
年
四
月
〜
九
月

二
三
〇
九
号
〜
二
三
二
九
号

〈
活

動
〉

有
珠
山
噴
火
災
害
対
策
で
緊
急
要
望＝

全

国
町
村
会

二
三
一
四

�

平
成
十
三
年
度
政
府
予
算
編
成
・
施
策
で

要
望＝

全
国
町
村
会

二
三
二
〇

�

全
国
町
村
会
役
員
が
関
係
省
庁
に
実
行
運

動
展
開

二
三
二
〇

�

平
成
十
三
年
度
政
府
予
算
編
成
・
施
策
で

要
望＝

全
国
町
村
会

二
三
二
五

�

自
治
大
臣
と
町
村
長
代
表
と
の
懇
談
会

二
三
二
六

�

山
本
会
長

自
民
党
地
行
合
同
会
議
で
要

望

二
三
二
七

�

地
震
防
災
対
策
で
要
望
活
動＝

地
方
六
団

体

二
三
二
八

�

〈
政

策
〉

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
を
答
申

二
三
〇
九

�

平
成
十
二
年
度
畜
産
物
価
格
決
ま
る＝

畜

産
振
興
審
議
会

二
三
一
〇

�

地
域
の
自
立
施
策
を
積
極
支
援＝

四
月
一

日
新
過
疎
法
が
施
行

二
三
一
一

�

平
成
十
二
年
版
地
方
財
政
白
書＝

財
政
構

造
の
硬
直
化
、
過
去
最
悪
を
更
新

二
三
一
二

�

公
益
法
人
等
派
遣
法
の
概
要
�
三
セ
ク
等

へ
の
派
遣
ル
ー
ル
を
明
確
化
�

二
三
一
三

�

平
成
十
一
年
度
農
業
白
書＝

「
食
料
」
の

課
題
を
前
面
に

二
三
一
四

�

地
域
防
災
の
連
携
体
制
で
提
言＝

自
治
省

消
防
庁

二
三
一
五

�

新
し
い
森
林
、
林
業
づ
く
り
を＝

平
成
十

一
年
度
林
業
白
書

二
三
一
六

�

水
源
地
域
対
策
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討

委
員
会
報
告

二
三
一
七

�

緊
急
間
伐
総
合
対
策
で
推
進
方
針＝

林
野

庁

二
三
一
八

�

地
域
防
災
力
の
強
化
を
提
言＝

平
成
十
二

年
版
防
災
白
書

二
三
一
九

�

環
境
庁
・
中
央
環
境
審
議
会
報
告
書

二
三
二
一

�

保
健
体
育
審
議
会
中
間
報
告二

三
二
二

�

国
内
観
光
は
依
然
低
調＝

平
成
十
二
年
版

観
光
白
書

二
三
二
三

�

国
土
レ
ポ
ー
ト
二
〇
〇
〇＝

多
軸
型
国
土

構
造
へ
の
転
換
で
提
言

二
三
二
四

�

平
成
十
二
年
度
普
通
交
付
税
大
綱
決
ま
る

二
三
二
五

�

国
庫
補
助
負
担
金
の
整
理
合
理
化
で
意
見

書＝

地
方
分
権
推
進
委
員
会二

三
二
六




平
成
十
二
年
版
厚
生
白
書

二
三
二
七

�

平
成
十
二
年
度
建
設
白
書

二
三
二
八

�

わ
が
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
を
創
設＝
平

成
十
三
年
度
自
治
省
予
算
概
算
要
求

二
三
二
九

�

〈
随

想
〉

わ
が
町
の
紹
介
…
福
岡
県
吉
富
町
長

中
家

一

二
三
〇
九

�

自
然
と
の
共
生
…
滋
賀
県
木
之
本
町
長

藤
田
市
治

二
三
一
〇

�

町
長
室
通
信
（
号
外
）

…
神
奈
川
県
真
鶴
町
長

三
木
�
之

二
三
一
一

�

こ
よ
な
く
愛
す
る
わ
が
郷
土
だ
か
ら

〜
人
間
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち
〜

…
山
形
県
大
江
町
長

上
田
郁
雄

二
三
一
二

�

ネ
イ
カ
ル
の
む
ら
を
め
ざ
し
て

…
高
知
県
土
佐
山
村
長

門
田
博
文

二
三
一
三

�

川
と
行
政
…
島
根
県
大
和
村
長

黒
川
益
之
助

二
三
一
四

�

東
京
の
秘
境
「
檜
原
村
」
か
ら
の
発
信

…
東
京
都
檜
原
村
長

鈴
木
陸
實

二
三
一
五

�

金
ヶ
崎
町
と
武
家
屋
敷

…
岩
手
県
金
ヶ
崎
町
長

高
橋
紀
雄

二
三
一
六

�

若
き
日
の
思
い
出
と
私
の
村
に
つ
い
て

…
大
分
県
大
田
村
長

河
野
俊
一

二
三
一
七

�

ダ
ム
の
詩
…
兵
庫
県
波
賀
町
長

中
田
耕
一
郎

二
三
一
八

�

先
人
に
学
ぶ
…
新
潟
県
中
之
島
町
長

樋
山
粂
男

二
三
一
九

�

地
域
の
特
色
を
人
づ
く
り
、
町
づ
く
り
に

生
か
し
て

…
千
葉
県
町
村
会
長
・
睦
沢
町
長

河
野

功

二
三
二
〇




二
十
一
世
紀
は
環
境
と
福
祉
の
世
紀

…
宮
崎
県
田
野
町
長

丸
目
賢
一

二
三
二
一

�

「
住
民
自
治
の
町
政
」
へ

職
員
・
住
民
と
も
に
意
識
改
革
を

…
京
都
府
久
御
山
町
長

田
口

清

二
三
二
二

�

忍
耐
こ
そ
我
が
生
命

…
愛
知
県
町
村
会
長
・
旭
町
長

塚
田
武
士

二
三
二
三

�

ロ
マ
ン
半
島
へ
と

…
青
森
県
町
村
会
長
・
川
内
町
長

菊
池
繁
安

二
三
二
四

�

文
化
村
づ
く
り
…
沖
縄
県
読
谷
村
長

安
田
慶
造

二
三
二
五

�

上
海
市
・
嘉
定
区
の
藤
公
園

…
岡
山
県
町
村
会
長
・
和
気
町
長

藤
本
道
生

二
三
二
六

�

人
類
と
自
然
の
恩
恵
…
静
岡
県
小
笠
町
長

黒
田
淳
之
助

二
三
二
七

�

社
会
正
義
を
実
現
せ
よ

…
埼
玉
県
嵐
山
町
長

関
根
昭
二

二
三
二
八

�

分
権
へ
の
真
の
対
応
と
自
治
体
と
し
て
の

生
き
残
り
作
戦
…
広
島
県
新
市
町
長

藤
原

平

二
三
二
九

�

〈
フ
ォ
ー
ラ
ム
〉

竹
林
面
積
日
本
一

竹
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り

＝

鹿
児
島
県
宮
之
城
町

二
三
〇
九

�

二
十
一
世
紀
に
響
け

太
鼓
の
ま
ち
織
田
町

＝

福
井
県
織
田
町

二
三
一
〇

�

近
江
商
人
の
発
祥
地

て
ん
び
ん
の
里
の

ま
ち
づ
く
り

＝

滋
賀
県
五
個
荘
町

二
三
一
一

�

自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
の
手
で

＝

福
岡
県
宮
田
町

二
三
一
二

�

わ
た
し
た
ち
の
微
笑
づ
く
り

＝

山
梨
県
増
穂
町

二
三
一
三

�

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
活
動
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り

＝

秋
田
県
鷹
巣
町

二
三
一
四

	

ま
ち
づ
く
り
は
住
民
参
加
の
一
〇
〇
人
委

員
会
で

＝

鳥
取
県
西
伯
町

二
三
一
五

�

住
民
と
協
働
で
お
こ
な
う
ま
ち
づ
く
り

＝

熊
本
県
合
志
町

二
三
一
六

�

夢
・
創
造
・
潤
い

人
が
輝
き
躍
動
す
る

ま
ち
�
み
は
ら
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＝

大
阪
府
美
原
町

二
三
一
七

�

大
空
に
舞
う
凧
は
夢
を
広
げ
る

＝

富
山
県
大
門
町

二
三
一
八

�

都
市
型
リ
ゾ
ー
ト
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

＝
沖
縄
県
北
谷
町

二
三
一
九

�

地
域
の
特
性
を
活
か
す
定
住
政
策

＝

島
根
県
弥
栄
村

二
三
二
一

	

町
民
・
行
政
一
体
で
田
舎
暮
ら
し
を
支
援

＝

大
分
県
九
重
町

二
三
二
二

�

世
界
に
開
か
れ
た
ま
ち

し
お
ざ
わ

＝

新
潟
県
塩
沢
町

二
三
二
四

	

電
子
地
方
政
府

綾
南
町
を
め
ざ
し
て

＝

香
川
県
綾
南
町

二
三
二
五

	

町
内
ま
る
ご
と
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

＝

北
海
道
別
海
町

二
三
二
七

	

国
際
交
流
を
ま
ち
づ
く
り
の
糧
に

＝

愛
媛
県
内
子
町

二
三
二
八

	

イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
で
村
お
こ
し

＝

長
野
県
安
曇
村

二
三
二
九

�

〈
情

報
〉

都
道
府
県
別
市
町
村
数
（
平
成
十
二
年
四

月
一
日
現
在
）

二
三
〇
九

�

新
任
都
道
府
県
町
村
会
長
の
略
歴
（
秋
田

県
）

二
三
一
二




（
愛
知
県
）（
長
崎
県
）

二
三
一
九




（
福
井
県
）

二
三
二
一

�

（
山
梨
県
）（
神
奈
川
県
）
二
三
二
五




町
村
週
報
主
要
索
引
（
平
成
十
二
年
一
月

〜
四
月
）

二
三
一
五




カ
プ
セ
ル
Ｎ
Ｏ
Ｗ
＆
Ｎ
Ｅ
Ｗ

二
三
〇
九
〜
二
三
一
三

・
二
三
一
五
〜
二
三
一
九

・
二
三
二
二
・
二
三
二
三

・
二
三
二
六
〜
二
三
二
八

政
策
レ
ー
ダ
ー

二
三
〇
九
〜
二
三
一
九

・
二
三
二
一
〜
二
三
二
九

女
性
に
対
す
る
暴
力
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権

を
侵
害
し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

を
阻
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
社
会
的
・
構

造
的
問
題
と
し
て
と
ら
え
て
対
応
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ま

で
そ
の
重
大
性
は
十
分
認
識
さ
れ
て
い
な

い
状
況
に
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
近
年
、

国
内
外
に
お
い
て
こ
の
問
題
に
関
す
る
社

会
的
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
解
決
に
向
け
更
に
努
力
を
続
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
専
門
家
や
関

係
機
関
・
団
体
等
に
よ
る
基
調
講
演
や
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
女

性
に
対
す
る
暴
力
に
つ
い
て
の
社
会
の
意

識
啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催

す
る
も
の
で
す
。

多
く
の
皆
様
の
御
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

主

催
総

理

府

日

時
平
成
十
二
年
十
一
月
二
十
七
日
（
日
）

十
三
時
〜
十
六
時
十
五
分

場

所
イ
イ
ノ
ホ
ー
ル

東
京
都
千
代
田
区
内
幸
町
二
ー
一
ー
一

飯
野
ビ
ル
七
階

電
話

〇
三
ー
三
五
〇
六
ー
三
二
五
一

主
な
内
容

基
調
講
演

�
男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
見
た
女
性

に
対
す
る
暴
力
の
問
題

放
送
大
学
教
授

原

ひ
ろ
子
氏

�
法
制
度
的
視
点
か
ら
見
た
女
性
に
対
す

る
暴
力
の
問
題

東
京
都
立
大
学
教
授

前
田

雅
英
氏

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
に
対
す
る

関
係
機
関
の
取
組
と
相
互
の
連
携
に
つ
い

てコ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

東
京
家
政
大
学
教
授

樋
口

恵
子
氏

パ
ネ
リ
ス
ト

女
の
ス
ペ
ー
ス
・
に
い
が
た
専
任
ス
タ
ッ
フ

西
澤

真
知
氏

北
海
道
立
女
性
相
談
援
助
セ
ン
タ
ー
所
長

早
坂

文
彦
氏

弁
護
士

林

紀
子
氏

新
潟
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
生
活
安
全

総
務
課
長

吉
度

恒
雄
氏

参
加
申
込
み
の
方
法

往
復
は
が
き
に
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、
及
び
職

業
又
は
所
属
を
明
記
し
左
記
宛
に
、
平
成

十
二
年
十
一
月
八
日
（
水
）
必
着
で
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。

〒
一
〇
〇
ー
八
九
一
四

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
一
ー
六
ー
一

総
理
府
男
女
共
同
参
画
室

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
受
付
係

����������������������������������������������������������
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板
野
町
の
特
産
物
に
�
お
漬
物
�
が

あ
り
ま
す
。
吉
野
川
に
育
ま
れ
た
土
壌

で
立
派
に
育
つ
�
だ
い
こ
ん
、
う
り
�

が
、
漬
物
の
主
な
原
料
で
す
。
私
は
、

こ
れ
ら
の
野
菜
を
加
工
す
る
漬
物
会
社

を
営
み
、
四
十
五
歳
の
成
年
期
を
有
意

義
に
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

板
野
町
長
で
あ
り
ま
し
た
私
の
父
が
急

逝
す
る
と
い
う
、
私
自
身
の
人
生
ス

ト
ー
リ
ー
に
は
無
い
出
来
事
が
発
生
し

ま
し
た
。

父
は
「
拓
け
ゆ
く

あ
さ
ん
（
阿
讃

山
脈
の
こ
と
）」を
テ
ー
マ
に
熱
心
に
町

づ
く
り
に
励
ん
で
お
り
ま
し
た
。私
は
、

無
念
さ
、
残
念
さ
に
苛
ま
れ
、
日
々
虚

無
の
状
態
で
し
た
。

こ
ん
な
折
、
父
の
後
援
会
メ
ン
バ
ー

が
訪
れ
「
あ
な
た
は
、
お
父
さ
ん
の
後

継
者
だ
」、
突
拍
子
も
無
い
言
葉
に
、

私
は
驚
き
ま
し
た
。

皆
様
も
ご
承
知
の
と
お
り
、
首
長
が

欠
け
た
と
き
は
、
通
知
の
日
か
ら
五
十

日
以
内
に
首
長
選
挙
は
行
わ
れ
ま
す
。

連
日
連
夜
、
後
援
会
の
方
々
と
お
話
を

し
て
い
る
と
、
父
は
町
民
の
方
々
に
育

て
ら
れ
護
れ
て
い
た
こ
と
が
強
く
感
じ

ら
れ
、
私
が
そ
の
お
返
し
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
だ
と
、
町
長
選
挙
に
立

候
補
を
す
る
決
意
を
し
、
沢
山
の
町
民

各
位
か
ら
温
か
い
、
し
か
も
力
強
い
ご

支
援
を
賜
り
、
現
在
四
期
目
を
務
め
さ

せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

前
述
の
と
お
り
、
私
は
民
間
会
社
の

経
営
者
と
し
て
の
感
性
は
少
々
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
地
方
自
治
の
政
治
家

的
感
覚
は
皆
無
で
し
た
。
一
年
生
時
代

は
、
ま
ず
「
町
長
と
は
」
の
自
問
自
答

を
繰
返
す
日
々
の
中
、「
何
を

何
時

ど
の
く
ら
い

ど
ん
な
方
法
で
」
を

脳
裏
に
焼
き
付
け
役
場
内
を
回
り
、
時

に
は
県
庁
へ
足
を
運
び
、
現
場
の
状
況

を
肌
で
感
じ
る
取
る
よ
う
務
め
ま
し

た
。
ま
た
、
私
は
「
一
期
一
会
」
と
言

う
言
葉
を
生
活
信
条
と
し
て
日
々
生
活

を
し
て
お
り
ま
し
た
。

茶
道
の
研
究
家
で
も
あ
り
ま
し
た
幕

末
の
大
老
・
井
伊
直
弼
は
、「
一
期
一

会
」
に
つ
い
て
「
今
日
の
お
茶
会
は
、

も
う
二
度
と
あ
り
ま
せ
ん
。
私
が
最
後

に
立
て
る
お
茶
で
す
。
飲
む
方
も
最
後

の
お
茶
と
思
っ
て
飲
み
な
さ
い
。
そ
れ

が
お
茶
の
極
意
で
す
。」
と
言
っ
て
い

ま
す
。

わ
た
し
も
「
一
期
一
会
」
を
心
に
、

一
つ
の
会
議
で
、
一
つ
の
事
業
で
、
一

日
と
言
う
日
、
一
年
と
い
う
期
間
、
引

い
て
は
四
年
と
い
う
任
期
を
真
剣
に
取

り
組
ん
で
来
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
中

か
ら
、
難
し
い
課
題
や
問
題
点
を
先
送

り
さ
せ
な
い
こ
と
が
、「
町
長
と
は
」

の
答
え
で
も
あ
り
、
私
の
信
条
に
則
す

る
も
の
で
も
あ
る
と
信
じ
、
町
民
の
目

線
に
立
ち
明
確
か
つ
明
朗
に
町
政
運
営

を
図
っ
て
参
っ
た
つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま

す
。こ

の
間
、町
民
の
皆
様
を
始
め
、様
々

な
関
係
者
の
お
か
げ
を
持
ち
ま
し
て
、

「
拓
け
ゆ
く

あ
さ
ん
」
も
前
進
し
、

更
に
は
第
三
次
振
興
計
画
「
活
き
活
き

と
魅
力
に
満
ち
た
田
園
都
市
・
板
野
町

づ
く
り
」に
向
け
た
事
業
展
開
も
図
れ
、

国
や
県
の
イ
ン
フ
ラ
事
業
や
重
点
事
業

と
も
歩
調
を
合
わ
せ
、
今
日
で
は
四
国

横
断
自
動
車
道
板
野
Ｉ
Ｃ
を
核
に
徳
島

県
北
部
の
交
流
拠
点
と
し
て
成
長
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。

町
の
発
展
や
地
域
振
興
度
合
い
は
、

そ
の
時
代
が
私
た
ち
に
与
え
た
一
ペ
ー

ジ
に
過
ぎ
ず
、
時
の
チ
ャ
ン
ス
や
条
件

を
如
何
に
生
か
し
て
町
づ
く
り
に
組
み

込
む
か
、
ま
た
首
長
と
し
て
町
民
の
目

線
が
守
ら
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る

か
、
に
あ
る
と
近
年
強
く
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

当
地
域
の
歴
史
の
紐
を
解
い
て
み
ま

す
と
、
平
安
の
時
代
か
ら
古
代
南
海
道

（
都
か
ら
四
国
に
通
じ
る
官
道
）
を
軸

に
、
交
通
の
要
衝
と
し
て
文
化
産
業
が

栄
え
、
時
代
の
変
遷
を
受
け
な
が
ら
も

今
日
に
至
っ
て
い
る
長
い
歴
史
が
脈
々

と
受
け
継
が
れ
て
お
り
ま
す
。

私
は
、こ
の
歴
史
の
一
行
を
、一
ペ
ー

ジ
を「
一
期
一
会
」の
精
神
を
持
っ
て
、

町
職
員
と
共
に
歩
み
、「
活
き
活
き
と

魅
力
に
満
ち
た
田
園
都
市
・
板
野
町
づ

く
り
」
が
進
展
で
き
れ
ば
幸
い
と
存
じ

て
い
ま
す
。

徳 島 県
いた の

板 野 町 長

犬 伏 正 昭

■

私
の
好
き
な
言
葉

「
一
期
一
会
」

随 想
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男
女
共
同
参
画
審
議
会
答
申
ま
と
ま
る

�
総
理
府
�

「
過
疎
地
域
等
に
お
け
る
集
落
再
編
の
新
た
な

あ
り
方
に
関
す
る
調
査
」
報
告
書
ま
と
ま
る

�
国
土
庁
�

総
農
家
数
三
一
二
万
戸
に
減
少

�
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
中
間
結
果
�

男
女
共
同
参
画
審
議
会
は
こ
の
ほ
ど
、

基
本
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
の
基
本
的

な
考
え
方
を
示
し
た
答
申
を
森
首
相
に
提

出
し
た

。

答
申
は
、
二
〇
一
〇
年
ま
で
を
念
頭
に

お
い
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
、
今

後
の
施
策
の
基
本
的
な
方
向
と
具
体
的
な

取
組
を
提
言
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
�

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
社
会
シ
ス
テ

ム
の
構
築
の
観
点
か
ら
は
、
税
制
、
年
金

制
度
な
ど
の
社
会
制
度
の
男
女
が
中
立
的

に
働
く
よ
う
な
方
向
で
の
見
直
し
を
求
め

て
い
る
。
ま
た
、
�
少
子
・
高
齢
化
に
応

じ
た
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
育
児
・

介
護
休
業
制
度
の
定
着
促
進
や
、
育
児
・

介
護
を
行
う
男
女
労
働
者
の
時
間
外
労
働

の
免
除
を
請
求
で
き
る
制
度
の
検
討
、
�

家
族
や
地
域
の
変
化
に
応
じ
た
今
後
の
取

組
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
が
主
体

的
に
男
女
共
同
参
画
計
画
を
策
定
す
る
た

め
の
情
報
提
供
等
の
支
援
、
�
女
性
に
対

す
る
暴
力
へ
の
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

は
、法
制
度
の
検
討
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
地
方
公
共
団
体
の
果
た
す

役
割
の
大
き
さ
を
指
摘
し
た
上
で
、
国
に

対
し
、
�
研
修
機
会
の
提
供
や
広
報
・
啓

発
等
に
つ
い
て
の
一
層
の
連
携
強
化
、
市

町
村
に
よ
る
男
女
共
同
参
画
計
画
の
自
主

的
な
策
定
の
た
め
の
参
考
資
料
の
提
供
、

�
地
域
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の

形
成
に
向
け
て
の
気
運
の
醸
成
、
ま
た
、

�
そ
の
促
進
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
の
適
切
な
情
報
提
供
│
等
を
求
め

た
。政

府
は
、
こ
れ
を
基
に
男
女
共
同
参
画

基
本
計
画
を
年
内
に
策
定
す
る
。

農
林
水
産
省
は
、
こ
の
ほ
ど
二
〇
〇
〇

年
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
中
間
集
計
結
果

（
速
報
値
）
を
公
表
し
た
。

平
成
十
二
年
二
月
一
日
現
在
の
全
国
の

総
農
家
数
は
三
百
十
二
万
戸
で
、前
回（
平

成
七
年
調
査

以
上
同
じ
）
に
比
べ
て
三

十
二
万
四
千
戸
（
九
％
）
減
っ
た
。
こ
の

う
ち
、
販
売
農
家
は
二
百
三
十
三
万
七
千

戸
、
自
給
的
農
家
は
七
八
万
三
千
戸
で
、

そ
れ
ぞ
れ
三
十
一
万
五
千
戸（
十
二
％
）、

九
千
戸
（
一
％
）
減
少
し
た
。

農
家
人
口
（
総
農
家
の
世
帯
員
数
）
は

千
三
百
四
十
六
万
人
で
、
前
回
に
比
べ
百

六
十
二
万
人
（
十
一
％
）
減
少
し
た
。
年

齢
構
成
で
は
六
十
五
歳
以
上
の
割
合
は
、

男
が
二
六
％
（
前
回
二
二
％
）、
女
が
三

一
％（
同
二
七
％
）と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、

総
人
口
に
占
め
る
六
十
五
歳
以
上
の
割
合

（
男
が
一
四
％
、
女
が
一
九
％
、
平
成
十

一
年
十
月
一
日
現
在
推
計
人
口
。
総
務
庁

統
計
局
）
を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、
都

市
に
比
べ
農
村
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

販
売
農
家
を
経
営
耕
地
面
積
規
模
別
に

み
る
と
、
農
家
一
戸
当
た
り
の
面
積
は
百

二
十
五
�
と
前
回
に
比
べ
て
五
�（
四
％
）

増
え
た
。
都
府
県
で
は
三
�
以
上
、
北
海

道
で
は
三
十
�
以
上
の
階
層
で
農
家
数
が

増
加
し
て
お
り
、
規
模
の
大
き
い
階
層
の

割
合
が
高
ま
る
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

農
業
集
落
数
は
十
三
万
五
千
二
百
集
落

で
平
成
二
年
の
前
回
調
査
に
比
べ
四
千
九

百
集
落
（
四
％
）
減
少
し
た
。

ま
た
、
全
国
の
総
林
家
数
は
百
一
万
八

千
戸
で
、
前
回
に
比
べ
三
万
九
千
戸
（
四

％
）
減
っ
た
。

国
土
庁
は
、
一
、
二
三
〇
の
過
疎
地
域
に

つ
い
て
、
人
口
減
少
や
、
高
齢
化
が
進
む
集

落
の
現
状
と
、
市
町
村
が
主
体
と
な
っ
て
集

落
の
再
編
・
統
合
を
進
め
る
「
集
落
再
編
整

備
事
業
」
の
実
施
状
況
に
関
す
る
全
国
調
査

結
果
を
ま
と
め
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
過
疎
地
域
に
お
け
る
集

落
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
消
滅
の
可
能
性
の

あ
る
集
落
（
二
、
一
〇
九
集
落
）
の
う
ち
、

基
礎
集
落
は
九
七
・
八
％
、
二
〇
世
帯
未
満

は
八
七
・
二
％
、
山
間
地
の
集
落
は
八
〇
・

四
％
を
占
め
て
お
り
、
全
て
の
条
件
に
該
当

す
る
集
落
は
一
、
四
八
四
集
落
と
、
消
滅
の

可
能
性
の
あ
る
集
落
の
七
〇
・
四
％
を
占
め

て
い
る
。

ま
た
、
過
去
に
実
施
さ
れ
た
集
落
機
能
の

再
編
整
備
に
係
る
事
業
等
の
把
握
に
つ
い
て

は
、
集
落
再
編
整
備
事
業
等
の
実
施
に
至
ら

な
か
っ
た
六
二
事
例
の
理
由
に
つ
い
て
、「
対

象
住
民
の
合
意
形
成
が
難
航
」（
四
三
・
五

％
）、「
行
政
・
住
民
間
の
意
志
疎
通
が
困
難
」

（
一
六
・
一
％
）
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
何
ら
か
の
形
で
計
画
を
実
施
し
た

一
九
八
事
例
を
見
る
と
、「
高
齢
化
や
人
口

の
流
出
に
よ
る
自
然
消
滅
の
可
能
性
が
高

い
」（
四
四
・
四
％
）、「
保
健
・
医
療
・
防

犯
な
ど
の
効
率
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
提
供
の

た
め
」（
三
四
・
三
％
）
な
ど
が
上
位
を
占

め
て
い
る
。

ま
た
、
報
告
書
は
、
今
後
の
集
落
再
編
整

備
に
係
る
検
討
を
進
め
る
上
で
の
主
な
観
点

と
し
て
、
�
中
心
・
基
幹
集
落
等
の
機
能
強

化
お
よ
び
役
割
分
担
の
明
確
化
�
段
階
的
・

現
実
的
対
応
の
具
体
化
な
ど
を
挙
げ
て
い

る
。
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